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農
林
課
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
２
６
１
９
）

松

×
畑
に
廃
棄
野
菜
や
生
ゴ
ミ
を
放
置

×
野
菜
や
果
樹
を
放
置

×
ペ
ッ
ト
の
残
飯
や
フ
ン
を
放
置

②
電
気
柵
な
ど
で
防
衛
す
る

×
柵
の
な
い
野
菜
畑

③
隠
れ
場
や
逃
げ
場
を
な
く
す

×
ヤ
ブ
に
な
っ
た
放
棄
地（
田
畑
・
空
き

家
・
山
林
）

④
地
域
の
皆
で
追
い
払
い
を
行
う

◎
音
を
立
て
な
が
ら
、
人
が
近
づ
く

※
安
全
の
た
め
に
、
次
の
も
の
を
用
意
し
ま

し
ょ
う

べ
ニ
ア
板
な
ど
盾
に
な
る
も
の

パ
チ
ン
コ
な
ど
、
武
器
に
な
る
も
の

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
用
す
る

①
断
線
・
漏
電
さ
せ
な
い

◎
電
線
に
草
木
が
触
れ
て
い
な
い

②
電
気
が
流
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る

◎
動
物
の
足
が
土
に
触
れ
る

出
会
わ
な
い
た
め
に

　外
出
時
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
鳴
ら

し
、
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　慌
て
ず
、
静
か
に
見
つ
め
合
っ
た
ま
ま
後

退
し
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。

作
物
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

■
イ
ノ
シ
シ
は
、
作
物
が
あ
る
場
所
と
時
期

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
畑
を
始
め
る
春
か

ら
の
出
没
が
増
え
ま
す
。

■
昨
年
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
あ
っ
た
な
ら

ば
、
今
年
も
被
害
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　エ
サ
場
と
し
て
覚
え
ら
れ
た
場
合
、
地
域

に
住
み
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
次
を
参
考
に
、
近
隣
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
を
す
み
つ
か
せ
な
い

①
食
べ
物
の
匂
い
を
さ
せ
な
い

③
常
に
電
気
を
流
し
て
お
く

◎
電
源
を
入
れ
な
い
と
き
は
、
柵（
電
線
）を

片
付
け
る

自
己
防
衛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
電
気
柵
な
ど
防
除
資
材
の
購
入
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す（
市
内
の
農
地
へ
、
電
気
柵
な

ど
の
被
害
防
除
柵
を
設
置
す
る
場
合
）。

■
ワ
ナ
猟
免
許
取
得
費
用
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
被
害
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る

自
己
防
衛
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

不
明
点
や
各
種
申
請
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ

先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

■
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕
獲

ワ
ナ
猟
免
許
所
持
者
は
市
へ
申
請
す
る
こ
と

で
、
猟
期
外
に
お
い
て
も
捕
獲
が
許
可
さ
れ

ま
す（
条
件
：
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目
的

で
捕
獲
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

■
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
小
動
物
の
捕
獲

狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申
請

す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す（
条

件
：
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で

あ
り
、
小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

　実
績

　市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
お
よ
び
実
施

隊
に
よ
り
、
適
正
な
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す

（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
に
基
づ

く
）。

■
そ
の
た
め
捕
獲
用
の
檻
や
ワ
ナ
を
民
有
地

に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
主
に
左
表
の
野
生
動
物
を
有
害
鳥
獣

と
し
て
捕
獲
し
ま
し
た
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

　 年 度

イ ノ シ シ

アライグマ

ハクビシン

ニホンジカ

ニホンザル

2017

525

238

180

53

10

2018

563

197

141

65

28

2019

1001

204

123

90

29

2020

197

202

150

120

8

単位：頭

※2020年度は4月1日から2021年1月31日までの値

（建築物の既設の塀の安全点検について（平成30年6月21日付け国住指第1130号）より抜
粋）
まず外観で1～5をチェックし、不適合な部分があれば、専門家（建築士や施工業者な
ど）に相談しましょう。また、6～7の点検は専門家に相談しましょう。

ブロック塀の点検のチェックポイント

　市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
道
路
沿

い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
、
道
路
沿
い
の
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
を
市
内
の
業
者
に
依
頼
し
て
撤

去
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
そ
の
目
的
を
早
期
に
達
成

す
る
た
め
に
事
業
の
実
施
期
間
を
令
和
5
年

度
ま
で
の
3
年
間
に
限
定
し
て
集
中
的
に
実

施
す
る
計
画
で
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
な
ど
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
▼
補
助
対
象
経
費
の
1
/
2

（
1
，
0
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

限
度
額
：
次
の
①
ま
た
は
②
の
う
ち
低
い
額

①
5
万
円

②
撤
去
長
さ
の
合
計
に
1
m
あ
た
り
1
万
円

を
乗
じ
た
額

交
付
申
請
受
付
期
間
▼
4
月
1
日（
木
）〜
令

和
4
年
2
月
28
日（
月
）

受
付
場
所
▼
□本 

建
築
住
宅
課

受
付
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分（
閉
庁
日
を
除
く
）

※
補
助
を
受
け
る
場
合
、
交
付
申
請
が
必
要

で
す

※
交
付
申
請
の
時
点
で
、
着
工
ま
た
は
完
了

し
て
い
る
撤
去
工
事
は
補
助
の
対
象
外
で
す

※
交
付
申
請
後
、
交
付
決
定
通
知
を
受
け

取
っ
て
か
ら
撤
去
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ

い
　こ
の
機
会
に
、
再
度
ご
自
身
が
所
有
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
、

ひ
と
つ
で
も
不
適
合
が
あ
る
場
合
は
、
撤
去

工
事
な
ど
の
安
全
対
策
の
速
や
か
な
実
施
を

お
願
い
し
ま
す
。

道
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　撤
去
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

令
和
3
年
度
安
中
市
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　撤
去
費
補
助
金
の
ご
案
内

本
建
築
住
宅
課
指
導
係
（
☎
内
線
１
２
５
７
）

塀の高さは地盤から2.2m以下か
塀の厚さは10cm以上か（塀の高
さが2m超2.2m以下の場合は
15cm以上）
塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の
高さの1/5以上突出した控え壁
があるか（※塀の高さが1.2m超
の場合）
コンクリートの基礎があるか
塀に傾き、ひび割れはないか
塀に直径9mm以上の鉄筋が縦横
とも80cm間隔以下で配筋され
ており、鉄筋は壁頂部および基
礎の横筋に、横筋は縦筋にそれ
ぞれかぎ掛けされているか
基礎の根入れ深さは30cm以上
か（※塀の高さが1.2m超の場合）
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外
観

内
部


